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保
険
に
於
り
る
偶
然
の
必
然
化

コに

]i~ 

Eも

tき

保
険
ぜ
い
ふ
も
の
は
、
人
類
が
、
夜
換
原
則
の
干
に
於

τ一
枇
常
生
活
を
替
む
に
つ
吉
、
曲
川
家
を
考
慮
し

τ、ヲぞ

の
偶
然
な
る
時
間
化
を
洩
想
(
、

か
、

ι磁
化
に
沼
泊
す
る
噂
」
ご
め
る
も
、
生
活
に
要
す
る
物
的
資
料
hr
、
品
川
ほ
、

確
W
H
に
獲
得
使
則
す
る
こ
さ
ケ
可
能
な
ら

L
め
ん
が
た
め
、
そ
の
目
的
に
辿
賞
す
る
所
的
、
現
在
よ
り
未
来
へ
の

準
備
を
な
す
も
の
で
ゐ
る
占
】
ご
は
、
盛
岡
て
詳
し
〈
説
明
し
た
所
で
ゐ
る
。

ニ
の
保
険
な
る
も
の
が
成
立
す
る
が
た
め
に
は
、
未
来
に
於
り
る
物
的
資
料
の
獲
得
使
用
を
舵
封
な
ら
し
む
る

所
の
準
備
、
卸
ち
調
は
ゆ
る
経
済
準
備
(
宝
号
。

E
E
n
rゆ
く
2
8
a
m
)
ご
し
て
、
多
数
の
経
済
主
健
ur-
』
の
同
的

の
た
め
に
蹴
出
す
る
所

ω資
金
を
以

τ、
彼
等
に
共
通
な
る
準
備
財
産
を
作
成
す
る
こ
ご
を
必
要
ご
す
る
。
そ

L

て
、
そ
れ
が
未
来

ω偶
然
な
る
礎
化
に
謝
す
る
準
備
己

L
て
、
異
に
「
迫
常
し
な
る
が
た
め
に
は
、
そ
の
日
的
ご
す
る

所

ωも
の
、
「
偶
然
」
り
う
も
に
介
す
る
「
規
律
性
」
を
臨
時
見

L
、
大
数

ω
法
則
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
右
の
酪
金
を
算

出
す
る
の
基
礎
ご
し
て
廊
周
し
、
側
々

ωも
的
に
つ
い
て
存
す
る
「
偶
然
し
を
・
不
特
定
多
数
の
も
の
仁
於
て
は
、

諭

霊長

保
険
に
於
け
る
備
拡
の

ι熱
化

第
二
十
七
巻
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ー
ゴL
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六
掠
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論

議

娘
二
十
七
巻

凹
/'、

λ

一ニ

O

保
険
に
叫
即
け
る
偶
然
の
品
然
化

第
六
蛾

そ
の
「
規
律
性
の
後
見
」
じ
ょ
っ

τ、
「
必
然
化
」
す
る
こ
ご
を
待
な
り
れ
ば
な
ら
泊
。

放
に
、
保
険
な
る
も
の
は
‘

人
類
の
物
的
生
活
が
偶
然
な
る
師
団
化
に
遭
遇
す
る
こ
Z
あ
る
に
よ
h
、
そ
の
存
在

が
要
求
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
る
ご
共
に
、
ま
た
、
そ
れ
が
存
在
し
成
立
し
得
る
の
は
、

ιの
「
偶
然
を
必
然
化
」

L
得

る
に
よ
る
の
で
ゐ
っ
て
、
そ
し
て
、
偶
然
を
必
然
化
し
得
る
の
は
、
物
的
生
活
に
於
け
る
偶
然
の
支
配
よ
り
兎
れ

ん
こ
ご
を
欲
す
る
所
の
人
々
が
、
多
数
に
存
在
す
る
に
よ
る
の
で
め
る
。
か
の
「
保
険
は
偶
然
を
利
用
し
て
偶
然
を

除
〈
」

(
ι
-
o
d
g
m
z
-ロQ
ロ
ロ
四
品
目

Nロ
V
F
ι
z
R
H
H
〉
5
P
Z仲

NEpm
品
自

Nロ
P
口
肋
)
方
訟
を
用
る
も

ωで
ゐ
る
正
か
、

ま
た
「
偶
然
の
克
服
の
柁
め
へ
の
偶
然
の
刺
用
」

(ι
可

〉

E
E
R
E問

ι
g
N
E
P
-
-
ω
E
ユu
o
v
Rえ
E

E問

ι
B
N千

p--ω) 

t
説
明
す
る
事
者
の
ゐ
る
の
は
、

ニ
の
貼
を
巧
に
一
吉
ひ
表
は

喝、、
ん
、p
」

欲ご
すい
るム
のニ
で芭
ゐカす
る保。，l険

U) 

特
a陸

で
ゐ
る

"" 」
tJコ

右
の
如
〈
、
保
険
に
於

τは
、
未
来
の
偶
然
な
る
畿
化
に
謝
す
る
経
済
準
備
ご
し
て
「
偶
然
を
利
用
し

t
偶
然

を
除
〈
」
方
法
に
よ
っ
て
共
通
準
備
財
産
を
作
る
の
で
ゐ
る
。
卸
も

唱
』
の
共
通
単
備
財
産
を
構
成
す
る
が
た
め

仁
、
各
加
入
者
よ
h
集
む
る
所
の
隙
金
は
・
偶
然
を
必
然
化
す
る
-
て
己
に
よ
h
J
τ

、
そ
の
額
が
定
め
ら
る
、
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、

ニ
の
職
金
は
、
特
に
保
険
料
ご
い
は
る
、
も
の
で
ゐ
る
か
ら
、

こ
の
保
険
料
な
る
も
の
は
、
保

険
に
於
け
る
一
つ
の
特
性
な
る
「
偶
然

ω
必
然
化
」
ご
い
ふ
ニ
ご
の
具
鰭
的
表
象
で
あ
る
ご
い
ふ
こ
正
が
出
来
る
。

1) Hul日 e，Versicherung und Wirtschaft， (Jahrb.. f. NationaHjkonorn;e und 
St.tistik. ]ena 1915・Bd. 104) 5. 3~o i Der:::;elbt::， Vel副 c1Je山 n百 四 回sen.
schaft und Versicherungskunde. (Ztschr. f. d. g. V-wissenscllaft. Berlin 

'97. Bd. 7.) S. 49 



こ
、
に
、
偶
然
の
必
然
化
ご
い
ふ
ニ
ど
は
、
後
生
の
不
確
賞
な
る
も
の
を
、
入
品
岬
を
以
て
後
生
せ
し
め
た

h
、

ま
た
は
、
畿
生
せ

F
ら
し
め
た

b
す
る
こ
ご
を
い
ふ
の
で
は
な
い
。
そ
れ
も
、
確
に
・
偶
然
を
必
然
化
す
る
一
つ

の
態
様
で
ゐ
る
o
併
し
、
二
、
に
謂
ふ
所
の
も
の
は
、
そ
れ
ご
は
会
〈
異
る
。
嘗
て
詳
細
に
述
べ
た
る
が
如
〈
、

私
の
解
す
る
所
に
よ
る
吉
、
「
偶
然
」
E
は
「
必
然
」
に
謝
立
す
る
概
念
で
あ
っ
て
、

ニ
の
二
つ
は
、
或
こ

Z
の
存
在

者

L
〈
は
畿
生
正
、
人
間
の
こ
れ
に
謝
す
る
知
得
己
の
閥
係
で
、
人
聞
が
そ
の
」
ご
の
存
在
若
し

f
は
資
生
を
知

得
す
る
に
至
る
の
経
路
が
立
程
的
方
法
を
以
て
説
明
し
得
る
ご
き
は
、
「
必
然
」
で
ゐ
与
、
立
詩
的
方
法
を
以

τ説

明
し
得
ぎ
る
さ
き
は
、
「
偶
然
」
で
ゐ
晶
、

古
見
る
の
で
ゐ
品
。
立
続
的
方
法
ご
い
ふ
は
ー
初
も
普
通
の
理
性
を
有

す
る
人
に
調
L
て
は
、
何
人
に
劃
し
て
も
、
理
解
せ
し
め
得
る
方
法
で
あ
る
。

ぞ
れ
ゆ
ゑ
・
二
、
に
調
ふ
所
の
、
偶
然
の
必
然
化
ご
い
ふ
の
は
、
事
件
そ
の
も
の
に
何
等
予
を
綱
る
、
こ
ご
な

〈
し
て
、

た
て
個
々
の
場
合
に
於
て
立
説
的
方
訟
を
以
て
知
得
L
得
ぷ
る
所

ω後
生
に
つ
き
、
田
平
に
そ
の
脇
田
生

の
一
般
的
強
続
的
み
を
立
説
的
方
法
を
以

τ知
得
す
る
こ
ご
が
出
来
る
や
う
仁
す
る
こ
ご
で
あ
る
o

換
言
す
れ

ば
、
倒
々

ω
場
合
に
於
て
は
、
立
設
的
方
法
を
以
工
知
得
す
る
こ
ご
を
得
ず
さ
る
所
の
、
殺
生
す
る
か
殺
生
せ

F
る

か
、
ま
た
は
何
時
後
生
す
る
か
、
一
見
に
そ
れ
が
品
目
生
の
場
合
に
必
要
己
す
る
に
五
る
金
額
が
幾
分
な
る
か
等
の
事

柄
を
、
不
特
定
多
数
の
場
合
に
於
て
弘
、
立
諮
的
方
法
を
以

τ知
得
L
得
る
も
の
た
ら
し
む
る
こ
己
で
ゐ
る
。

偶
然
を
必
然
化
す
る
ご
い
ふ
こ
ご
は
、
右
に
越
べ
た
る
意
味
に
於
て
い
ふ
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
於
て
偶
然

論

援

第
二
十
七
巷

凹
ブL

J、

保
険
に
於
け
る
偶
然
白
品
晶
化

第
ム
ハ
貌
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保
険

ι於
け
る
倒
拙
白
必
然
化

第
一
一
十
七
谷

A. 

第
六
椀

ヨ正
O 

を
必
然
化
す
る
に
は
大
放
の
法
則
(
H
M
Z
P
2
1
0
0
ご
ω向。

E
B
Z日
目
。
g
m
R
ι
2
m
3
E
B
P
E伶
と
な
る
も
の

を
議
用
す
る
こ
ピ
を
要
し
、
大
数
の
訟
則
が
適
用
せ
ら
れ
得
る
が
た
め
に
は
、
品
目
該
事
件
後
生
の
議
然
卒

(
M
V
3
a
 

zt口{片山、
MAfgrBnr弘ロロ
nrro一
円
)
を
見
出
す
」
子
炉
』
婆
寸
る
。

引
率
然
率
ピ
い
ふ
は
、
未
来
に
於
け
る
可
能
に
劃
す
る
賞
現
の
制
令
で
あ
る
。
過
去
じ
於
り
る
可
能
に
謝
す
る
賞

現
の
割
合
は
、
資
生
牢
で
め
る
o

故
に
‘
こ

ω言
業
を
J
利
用
す
る
な
ら
ば
.
蓋
然
卒
は
未
来
仁
於
け
る
推
測
さ
れ

た
る
後
生
率
で
ゐ
る
ご
い
っ
て
も
よ
い
U

詳
し
〈
レ
へ
ば
、
後
生
可
能
ご
認
め
ら
る
、
所
の
不
特
定
多
数

ω場
合

の
う
も
に
あ
っ
て
、
未
来
に
於

τ現
貨
に
是
れ
い
の
殺
生
す
る
ご
認
め
ら
る
、
場
合
の
割
合
で
ゐ
る
。

ζ

、
に
不
特
定
多
数
ピ
い
ふ
は
、
五
千

J
N

」炉、

一
寸
前
ご
か
い
ム
や
う
に
、
そ
の
数
を
限
定
す
る
こ
芭
な
〈
し
て

想
定
す
る
所
の
多
数
で
あ
る
。
或
は
こ
れ
を
一
般
欽
ご
い
つ

τも
よ
い
。
不
特
定
多
数
は
・

も
ご
よ
り
少
数
で
は

‘i，、。

て
し

a
よ
り
も
』
の
方
が
多
数
で
ゐ
h
、
更
に
，
o
よ
h
も
6

の
方
が
多
数
で
あ
る
ご
す
れ
ば
、

不
特
定
多
数
を

祖
定
す
る
正
い
ふ
-
」
ご
は
、

，o
を
想
定
す
る
の
で
は
な
〈
し

τ、
C

を
想
定
す
る
こ
己
で
ゐ
る
。
真
に

c
よ
り
も

d
の
方
が
多
数
で
あ
る
記
す
れ
ば
、

d
を
鶴
定
す
る
こ
ど
で
あ
る
。

併
L
不
特
定
多
数
正
い
ふ
こ

εは
、
無
限
多
数
又
は
無
限
数
、
若
L
〈
は
、
最
大
多
数
己

ν
ふ
一
』
さ
で
は
な

い
w
o

葦
然
率
正
い
ふ
も
の
は
、
抽
象
的
な
放
に
閲
す
る
も
の
で
は
な
(
、
具
健
的
な
人
間
ご
炉
、
家
屋
z
h
r
、
加

舶
ご
か
、
家
畜
ご
か
、

ま
た
は
、
飛
行
機
の
航
・
界
一
回
数
、
列
車
の
蓮
鴨
数
、
船
舶
の
航
海
数
な
H

と
の
如
〈
、
戎
枇



曾
に
質
在
す
る
も
の
、
数
十
』
根
嬢
正
し

τの
考
察
で
ゐ
る
。
そ
う
い
ふ
も
の
は
、
或
事
件
費
生

ω可
能
を
も
つ
も

の
で
ゐ

h
、
蓋
然
卒
ご
い
u

ふ
は
、

そ
れ
ら

ωも
り
に
謝
し
て
、

そ

ω事
件
が
未
来
に
於
て
後
生
す
る

ω割
合
吉
認

め
ら
る
、
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
の
場
合
に
於
て
こ
の
削
合
を
一
不
す
も
の
は
、

R
T
数
的
に
表
示
せ
ら
る
、
の

で
ゐ
る
が
、
そ
の
H
7
昨
ピ
な
る
も
の
は
、
想
像
の
限
界
に
存
在
す
る
抽
象
数
で
は
な
〈
て
、
現
貨
の
枇
曾
に
寅
在

す
る
所

ω具
健
的
な
る
も
の
土
軟
で
あ
る
o

か
、
る
現
質
的
枇
曾
を
背
対
立
せ
る
具
般
的
資
心
仕
の
も
の
を
、

そ
の

数
台
限
定

L
な
い
で
、
多
数
に
観
察
に
入
れ
る
一
』
ご
を
.
不
特
定
多
数
に
う
い
て
翻
察
す
る
ご
い
ふ
の
で
あ
る
。

俊
生
の
可
能
E
い
ふ
司
』
己
は
、

一
吉
田
ム
ま
で
も
な
(
、
或
る
何
等
か

ω
客
髄
に
関
聯

L
E考
察
せ
ら
る
、
の
で
あ

っ
τ.
例
へ
ば
.
人
間
ど
か
、
家
屋
ご
か
、
船
舶
ご
炉
、
自
品
開
事
ご
か
に
閲
し
た
所
内
考
察
で
ゐ
る
。
而
も
、

れ
に
つ
い

τも
、
袋
生
り
司
能
正
い
ふ
こ
ご
は
、
全
般
的
に
考
察
せ
ら
る
、
こ
ご
が
ゐ

b
、
限
定
的
に
考
察
せ
ら

る
、
こ
正
が
ゐ
る
ο
ξ

の
限
定
的
な
る
考
目
終
り
場
合
に
、
限
山
抑

ω椋
準
ピ
な
る
も
の
は
、
時
ピ
、
一
助
Z
、
そ
し
て
、

司』

ω同
者
の
組
み
合
せ
で
ゐ
る
所
の
運
動
ピ
で
ゐ
品
。
即
ち
ニ
の
限
定
的
な
る
鋭
生

ω可
能
に
つ
い
て
は
・

一
定

れ
り
時
勅
に
於
り
る
、

ま
た
は
、

一
定
川
町
時
の
長
苫
の
聞
に
於
け
る
俊
作
可
能
(
例
へ
ば
或
時
間
内
の
後
作
可
能
.

或
日
に
於
り
る
費
生
可
能
、
或
季
節
に
於
け
る
竣
生
可
飽
、
或
年
度
内

ω後
生
可
能
等
)
が
ゐ
h
J
・
ま
た
一
定
の

場
所
若
し
(
は
地
域
内
に
於
け
る
後
生
可
能
、
(
日
本
に
於
け
る
後
生
可
能
、
東
京
に
於
け
る
後
生
可
能
・

般

H叫

議

保
散
に
於
け
る
仙
僻
む
必
然
吐

第
二
十
七
谷

八
三
三

第
六
披

五



論

叢

保
険
に
於
け
る
備
品
抽
の
必
然
化

第
二
十
七
巻

パ‘

凹

第

硯

五

に
工
場
内
仁
於
り
る
畿
生
可
梯
‘
劇
場
内
に
於
げ
る
後
生
可
飽
)
が
あ
り
、
延
に
戎
運
動
に
於
り
る
費
生
可
能
(
般

舶
の
航
誕
、
汽
車
、
自
動
車
の
疾
走
.
飛
行
機
の
航
昼
、
人
間
の
旅
行
、
貨
物
の
運
送
等
の
聞
に
於
り
る
後
生
可

能
)
な
ど
が
あ
る
o

蓋
然
率
古
い
ふ
も
の
は
、
可
能
に
劃
す
る
貨
現

ω割
合
で
あ
る
か
ら
、
右
に
後
生
の
可
能
に
つ
い
て
述
べ
た
る

所
の
理
論
ピ
同
じ
〈
、
必
中
、
そ
れ
は
、
人
間
Z
炉
、
家
屋
Z
か
、
船
舶
己
か
、
自
動
車
芭
か
、

そ
の
他
何
等
か

ω客
髄
に
関
聯
し
て
考
察
せ
ら
れ
る
。
そ
し

τ、
ま
た
、
こ
れ
も
前
逃

ω理
論
E
同
じ
く
、

一
般
的
に
考
察
せ
ら

る
、
，
】
ピ
が
ゐ
h
J
、

一
定
の
時
、

一
定

ω所
、
者
し
く
は
一
定
的
運
動
に
限
定
し

τ考
察
せ
ら
る
、
こ
ご
が
あ

る。

い
づ
れ
の
場
合
に
於

τも
、
或
事
件
畿
生
の
可
能
の
下
に
存
在
す
る
不
特
定
多
数
の
客
種
に
つ
い
て
、

そ
れ

の
未
来
に
於
り
る
畿
生
貨
現
の
割
合
が
、
蓋
然
率
ど
い
ふ
も

ωで
ゐ
品
。

蓋
然
率
な
る
も
の
は
、
未
来
に
於
け
る
可
抱
に
謝
す
る
寅
現
の
割
合
で
め
る
か
ら
、

こ
れ
は
蹴
ト
仔
の
十
品
質
に
根

擁
し
て
知
る
の
外
は
な
い
v
o

即
も
、
そ
の
事
件
が
今
日
以
前
に
於

τ、
品
羽
生
の
可
能
ゐ
る
客
健
に
つ
い
て
、
現
質

に
後
生
し
た
る
事
賞
を
本
正
し
て
、
知
る
の
外
は
な
い
。
故
に
、
こ
れ
を
知
る
の
方
法
は
、
車
に
統
計

ω
一
途
ゐ

る
の
み
で
ゐ
る
。

尤
も
、
こ
、
仁
謁
ふ
所
の
統
計
は
・
そ
の
賞
質
的
意
味
に
於
て
い
ふ
の
で
あ
一
る
o

か
の
事
件
俊
生
の
可
能
ゐ
る



客
健
の
数
を
計
測
し
、
記
録
し
、
こ
れ
に
謝
し
て
現
賞
に
後
生
し
た
事
件
の
数
を
真
に
計
測
し
記
録
す
る
は
、

L、

ふ
ま
で
も
な
〈
統
計
で
ゐ
る
。
そ
し
て
、

か
〈
の
如
き
は
、
形
式
的
意
味
に
於

τも
統
計
で
あ
る
。
併
し
、

jJ> 

の
如
〈
、
計
数
を
記
録
す
る
こ
己
な
く
ご
も
、
記
憶
の
内
に
保
存
し
置
き
て
、
そ
の
総
起
に
従
っ
て
、
そ
の
事
件

の
可
能
ピ
寅
現
E
の
割
合
に
閲
す
る
印
象
を
確
め
て
行
〈
こ
ご
も
、
ま
た
統
計
で
め
る
。

-
』
れ
は
、
形
式
的
意
義

に
於

τは
統
計
Z
言
は
な
い
も
の
で
め
る
が
、
質
問
H
的
意
義
に
於
て
は
明
か
に
統
計
で
あ
る
c

か
の
経
験
に
よ
っ

τ蓋
然
率
を
知
る
ご
い
ム
こ
芭
は
、
印
ち
か
〈
の
一
如
き
記
憶
の
内
に
統
計
を
つ
〈
b
て
、
叢
然
蕊
圃

ee知
得
す
る
こ

ご
で
あ
る
。

或
は
、
事
件
費
生
の
可
能
ゐ
る
客
憧
ゆ
具
健
的
な
る
も
の
に
つ
き
、
そ
の
構
造
性
質
魁
び
に
そ
の
環
境
を
精
査

L
て
、
そ
の
事
件
の
蓋
然
率
を
測
定
す
る
ピ
い
ふ
こ
ど
が
ゐ
る
。
例
ば
、
人
聞
の
肉
健
に
つ
き
他
康
淑
絡
を
診
査

し
、
過
去
の
病
躍
を
奉
服
し
、
生
活
航
路
、
中
部
経
関
係
、
職
業

ω柿
類
等
を
調
査
し
、

ニ
れ
に
よ
ち
て
そ
の
人
の

議
命
の
長
短
ι
官
、
如
ら
ん
ど
す
る
が
如
き
方
法
、
若
し
く
は
、
家
屋
の
構
批
叫
建
築
材
料
、
用
途
、
四
図
的
扶
況
、

使
用
者
の
人
格
職
業
性
質
等
を
調
査
し
て
、
そ
の
家
屋
に
闘
す
る
火
災
俊
生
の
蓋
然
率
を
知
ら
ん
ど
す
る
方
法
的

如
き
が
こ
れ
で
ゐ
る
。
か
〈
の
如
き
方
法
は
、
客
惜
に
つ
き
直
接
に
精
査
を
施
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
宜
接
精
査

法
古
い
は
る
、
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

こ
の
場
合
に
於
て
も
、
そ
ゆ
こ
れ
に
よ
h
て
事
件
俊
生
の
蓋
然
卒
を
知

る
所
の
異
質
の
手
縦
は
、

こ
の
精
査
法
ご
い
は
る
、
も
の
、
裡
に
潜
む
所
の
統
計
的
方
法
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ

前

量産

保
険
に
於
け
る
偶
拡
白
必
晶
化

第
二
+
七
巻

A
三
五

第
六
部

五



論

護

保
険
に
於
け
る
偶
然
白
必
然
化

第
二
寸
七
巻

入
三
六

第
六
都

五
四

る
o

何
百
な
れ
ば
、
例
へ
ば
家
屋
に
つ
き
火
災
の
蓋
然
卒
を
知
ら
ん
が
た
め
仁
、

毛
の
用
訟
を
調
べ

τ相
倒
産
な
る

-
』
ど
が
分
っ
た
場
合
に
、
相
問
屋
は
住
宅
よ

h
も
火
災
卒
は
多
い
ピ
認

U
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
湯
屋
は
住
宅
よ
h

も
火
災
卒
が
高
い
u

ピ
い
ふ
喧
』
己
は
、
何
ド
よ
b
て
確
め
ら
れ
に
の
で
ゐ
る
か
。
そ
れ
は
、
或
は
経
験
ピ
か
観
察
ビ

か
い
ふ
言
葉
を
以
て
説
明
せ
ら
れ
る
で
も
あ
ら
う
が
、
貨
は
、

そ
の
経
験
若
し
く
は
削
剛
山
常
的
v

フ
も
仁
包
ま
る
、
所

の
数
的
記
憶
己
そ
の
比
較
考
慮
で
あ
っ
て
、
即
も
前
越
の
質
質
的
意
味
に
於
け
る
統
計
に
外
な
ら
泊
の
で
ゐ
る
。

右
じ
述
よ
る
が
如
〈
、
蓋
然
率
を
見
出
す

ω方
法
は
、
要
す
る
仁
一
統
計
で
ゐ
る
o

併
L
、
正
確
仁
言
〈
ば
、
統

計
に
よ

b
て
見
出
さ
れ
た
る
も
の
は
、
阪
に
存
在
し
た
事
貨
に
闘
す
る
も
の
で
、
即
も
謂
は
ゆ
る
過
去
的
数
で
あ

る
O

そ
れ
が
、
吾
々
の
知
h
得
る
総
℃
い
Y

ゐ
る

Q

未
来
の
数
は
、
五
ロ
ケ
は
夜
接
に
こ
れ
を
知
る
ニ
ご
が
出
来
な

h
I
o
E
口
々
が
見
出
す
ニ
ピ
が
出
来
、
吾
々
が
利
用
す
る
こ
ぜ
が
出
来
る
所
の
も
の
は
、
こ
の
過
去
の
数

rけ
で
あ

る
。
こ
の
数
が
後
生
率
ピ
い
は
る
、
も
の
な
る
は
、
前
に
地
べ
た
る
所
で
あ
る
。

こ
の
過
去
の
数
た
る
級
生
率

が
、
未
来

ω数
た
る
蓋
然
率
正
見
倣
古
る
、
一
か
た
め
に
は
、
前
に
一
号
一
目
し
た
る
大
数
の
法
則
己
い
ふ
も
の
、
遁
周

を
侠
た
な
げ
れ
ば
な
ら
凶
。

こ
の
過
去
の
数
た
る
後
生
率
を
以

τ、
直
も
に
こ
れ
を
蓋
然
率
ご
名
づ
く
る
も
の
が
ゐ
品
。
尤
も
蓋
然

率
な
る
も

ωは
‘
今
直
ち
に
逃
ぷ
る
が
如
(
、
結
局
一
」
の
後
生
率
そ

ωも
川
り
を
潟
し

τ以
て
こ
れ
e

ぜ
そ
れ
己
認
む

或
は
、

る
の
で
あ
る
か
ら
、

た
V

間
早
に
数
字
に
け
に
つ
い
w

て
見
れ
ば
、
費
生
率
・
却
も
蓋
然
率
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
概
念
上



に
於
て
は
、

こ
の
二
つ
の
も

ωは
、
明
か
に
偏
別
し
!
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
曲
。
何
ご
な
れ
ば
、
畿
生
率
は
過
去

の
数
で
あ
b
、
確
定
l
た
る
も
の
で
、
強
化
山
り
あ
る
諜
的
決
l
て
な
い
も
の
で
め
る
が
、
蓋
然
泌
・
は
末
来
的
数
で

あ
っ
て
、
蓋
然
率
ピ

L
て
は
推
測
上
確
定
し
て
活
つ

τも、
そ
の
事
件
が
未
来
に
於
て
愈
Z
現
貨
に
そ
の
数
の
部
地

b
J
に
後
生
す
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
ご
き
に
至
つ

τ児
ね
ば
確
定
し
な
い
も
の
で
、
愈
』
現
貨
に
費
生
す
る
敷

は
、
葦
然
率
ご
し

t
見
倣
さ
れ
た
る
数
よ
り
若
干
の
越
化
の
寧
ろ
あ
り
得
る
誇
的
も
り
ガ
か
ら
で
ゐ
る
。

四

若
[
、
五
口
々
が
或
端
件
に
つ
い

c・
ぞ
れ
の
防
佐
の
殺
生
市
中
世
知
る
ピ
い
ふ
E

}

正
が
、
軍
に
よ
れ
h
T
一
知
る
だ
り

の
揃
足
に
止
ま
る
な
ら
ば
、
そ
は
た
い
V
M
昨
史
的
興
味
の
問
題

ω
外
じ
出
で
な
い
で
あ
ら
う
。

-
』
れ
を
知
る
こ
百
仁

よ
っ
て
、
一
此
に
附
州
市
ゅ
の
未
知

ω事
怖
を
察
知
す
る

ω手
段
ピ
な
る
こ
ご
を
得
る
に
至
つ

τ・
こ
れ
が
賞
用
上
の
問

題
ピ
な
る
。
今
、
保
険
の
研
究
り
一
つ
正
し
て
、
吾
々
が
過
去
の
事
賞
に
つ
き
統
計
的
方
法
じ
よ
っ
て
、
或
一
事
件

の
殺
生
率
を
知
ら
ん
ざ
す
る
は
、
ぞ
れ
じ
よ
っ
て
未
来
の
秘
密
を
品
目
か
ん
が
た
め
で
あ
る
。
郎
も
吾
々
は
、

の

過
去
の
数
た
る
所
の
畿
生
率
を
、
未
来

ω数
た
る
蓋
然
卒
仁
品
型
化
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
ゐ
る
。

過
去
の
数
た
る
後
生
率
を
‘
未
来
り
歎
た
る
蓋
然
率
に
袋
化
せ
し
む
る
も
の
は
、
前
に
遁
べ
た
る
大
数

ω法
則

で
あ
る
o

ニ
の
法
則
的
数
ゆ
る
所
に
よ
れ
ば
、
或
事
件
の
嫌
生
率
が
不
特
定
多
数
の
場
合
に
閲
し
て
測
定
せ
ら
れ

た
る
ご
き
は
、

一
般
的
事
情
仁
磁
化
な
き
限
h
、
そ
れ
は
曲
川
市
小
の
推
測
に
役
立
つ
も
の
で
あ
っ
て
、

即
も
、
毛
の

言首

議

保
険
に
於
貯
る
偶
然
白
必
鶴
化

第
二
十
士
巻

八
三
七

第
ず、

畠E

五五



論

識

保
険
に
於
け
る
偶
佑
の
品
供
化

第
二
十
七
巻

λ
コ
一
入

第
六
統

宝王
山，、

事
件
が
奥
へ
ら
れ
た
る
観
察
範
囲
に
於

τ竣
生
す
る
の
割
合
は
、
そ
の
槻
祭
範
閣
を
増
加
す
る
仁
従
つ

τ盆
l
モ

の
測
定
せ
ら
れ
た
る
後
生
率
に
況
づ
き
、
削
叫
山
首
和
範
閣
を
一
小
特
定

ω大
吾
仁
ま
で
増
加
す
る
ご
き
は
、
そ
の
閉
じ
俊

生
す
る
該
事
件
の
費
生
割
合
は
、
そ
の
測
定
せ
ら
れ
た
る
費
生
率
ご
同
一
で
あ
る
正
見
倣
し
得
品
、

ピ
い
ふ
の
で

ゐ
る
。
言
葉
を
約
め
て
言
へ
ば
、
或
事
件
の
後
生
率
以
、

-
」
れ
を
以
一
ー
そ
の
事
件
が
未
来
の
不
批
判
定
多
数

ω場
合

に
於
工
後
生
す
る
蓋
然
窓
・
ピ
見
倣
し
得
る
正
い
ふ
-
-
正

t
あ
る
。
亙
仁
噌
』
れ
を
平
た
く
言
へ
ば
、
過
去
の
統
計
に

於
T
、
或
事
件
俊
生
の
可
能
ゐ
る
客
慨
を
不
特
定
多
数
に
制
察
し
、

そ
の
後
生
率
を
算
定
し
得
た
る
己
き
は
、
間

一
事
件
の
同
一
事
情
の
下
に
於
り
る
後
生
の
妹
践
は
、
府
来
に
於
て
も
、
そ
り
品
目
生
率
-
Z
同
一
で
ゐ
る
ご
見
倣

L

て
も
差
支
へ
が
な
い
、

E
い
ふ
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
〈
、
過
去
の
敷
た
る
後
生
率
を
、
勝
氷
山
り
数
た
る
蓋
然
率
・
に
帥
礎
化
せ
し
む
る
所
の
、
大
放
の
法
則
な

る
も

ωは、
如
何
に
し
て
見
出
さ
れ
た
も
の
で
ゐ
る
か
。
こ
れ
も
、
過
去
の
事
貨
に
つ

ν
て
統
計
的
に
脱
出
町
L
化

結
田
市
で
あ
る
。
即
ち
、
過
去

ω或
る
時
ま
で
を
観
察
し
て
得
た
る
後
生
率
を
、
そ
の
品
悼
の
時
に
皆

τ
は
め
て
見

τ、
迎
合
す
る
か
否
か
を
、
不
特
定
多
数
に
調
査
し
た
る
結
果
は
、
概
ね
こ
れ
に
適
合
す
る
こ
ど
を
畿
見
し
た
る

に
よ
hJ
、

』
の
法
則
を
得
た
の
で
あ
る
。

こ
、
仁
於

τ、
吾
々
は
、
設
に
、
偶
然
を
必
然
化
す
る
の
手
段
を
見
出
し
得
る
宇
』

t
、
な
っ
た
o

卸
も
、
個
身



の
具
健
的
な
る
場
合
に
つ
い
て
は
偶
然
な
る
事
件
も
、
そ
れ
の
飯
往
に
於
け
る
費
生
率
を
知
る
=
き
は
、

こ
れ
を

以

τそ
の
府
戒
の
不
特
定
伊
半
数
の
場
合
に
於
り
る
費
生
率
ご
見
倣
し
て
差
支
へ
な
い
こ
ど
に
な
っ
た
。
こ
の
賂
来

に
於
り
る
推
測
さ
れ
た
る
畿
生
率
が
、

飢
に
述
べ
た
や
う
に
、
蓋
然
市
中
ご
い
ふ
の
で
ゐ
っ
て
.

-
』
の
蓋
然
恋
・
が
知

b
d
得
ら
れ
た
場
合
に
は
‘
個
々
の
場
合
に
於
け
る
偶
然
も
、

一
般
の
場
合
仁
は
必
然
位
さ
れ
る
こ
吉
、
な
る
の
で

ゐ
る
。保

険
は
、
右
に
遁
守
へ
た
意
味
に
於
い
て
、
偶
然
を
必
然
化
す
る
こ
ご
に
よ
っ
て
成
h
立
つ
の
で
ゐ
品
。

~[ 

事
件
畿
生
の
蓋
然
卒
な
る
も
の
を
見
出
す
の
方
法
は
、
右
に
説
明
し
た
る
が
如
〈
、
統
計
的
調
査
正
大
教
法
則

の
肱
周
ご
に
よ
る
の
で
あ
る
o

か
く

ω
如
〈
に
し
て
見
出
苫
れ
た
る
蓋
然
率
な
る
も
の
は
、
不
特
定
多
数
り
加
入

者
を
集
む
る
保
険
事
業
に
於
て
は
、

一
』
れ
を
基
礎
ご
し
て
保
険
料
を
算
出
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
事
業
を
替
む
こ
正

じ
ょ
っ

τ、
何
等
り
不
安
も
な
い
も

ω
ピ
な
る
。
卸
も
、

こ
の
基
礎
を
も
っ
所
の
保
険
は
、
最
早
ゃ
、
冒
険
的
事

業
で
も
な
く
投
機
的
事
業
で
も
な
い
。
確
貨
な
事
業
で
あ
る
。
こ
の
鮎
に
於
て
中
世
に
保
険

ω名
ω下
に
行
は
れ

た
所
の
事
業
ご
は
大
に
何
時
る
所
が
ゐ
る
の
で
あ
る
。

併
し
・
保
険
も
、
こ
れ
を
一
つ
の
企
業
ご
し
て
行
ふ
場
合
に
は
、
企
業
危
険
(
匂
己
2pmr自
E四
ω
ユ
切
符
O
)
が
な
い

課
で
は
な
い
。
勿
論
.
こ
の
危
険
以
、

保
険
仁
一
特
布
な
も
の
で
は
な
〈
、
事
ろ
企
業
に
一
般
的
に
が
在
す
る
危
険

論

議

保
険
に
於
け
る
偶
然
目
必
品
化

第
二
十
七
巻

A 

1 

第
六
貌

五
七



命

日isU

議

保
険
に
於
け
る
倒
然
白
必
然
化

第
二
十
七
告

八
四

O

第
六
腕

n 
J、

で
ゐ
る
。
だ
か
ら
、
企
業
危
険
己
い
は
る
、
の
で
ゐ
る
。
保
険
が
一
つ
の
企
業
ご
し
て
行
は
晶
、
場
合
・
そ
れ
が

保
険
事
業
で
あ
る
が
放
に
存
在
す
る
危
険
で
は
な
く
し

τ・
そ
れ
が
一
つ
の
企
業
正
し
て
磐
ま
る
、
が
故
に
存
在

す
る
危
険
で
あ
る
。
剖
も
、

こ
の
事
業
を
楼
む
ニ
正
に
よ
っ
て
、
事
業
主
が
損
を
す
る
か
得
を
す
る
か

Z
い
L
危

険
で
ゐ
る
。

こ

ω危
険
は
、
保
険
に
ゐ
つ
て
は
.
主
ご
し
て
二
つ
の
方
面
に
潜
ん
で
居
る
。

そ
の
一
つ
は
、
前
に
鴻
h
A

る
が
加
さ
方
法
に
よ

b
て
見
出
き
れ
た
る
蓋
然
卒
を
適
用
し
得
る
だ
け
り
加
入
者
を

集
め
得
る
や
否
や
ご
い
ふ
駄
に
於

τで
ゐ
る
。
保
険
は
・
前
に
遁
べ
た
や
う
に
、
偶
然
を
必
然
化
す
る
こ
ど
仁
よ

っ
て
行
は
れ
、

そ
し
て
、

そ
の
必
然
化
は
、
主
ざ
し
て
、

そ
の
保
険
事
業
の
目
標
正
す
る
所
の
事
件
の
蓋
然
率
を

基
礎
ご
し

τ行
は
れ
る
o

然
る
に
、

唱
』
の
蓋
然
卒
は
不
特
定
多
数
の
場
合
に
濁
し
て
適
用
性
の
ゐ
る
も
の
で
あ
っ

て
、
然
ら

.2
る
場
合
に
は
適
用
性
は
な

ν。
勿
論
、
不
特
定
多
数
ご
い
ふ
こ
Z
は
、
前
仁
も
詳
説
し
北
ゃ
う
仁
、

確
定
の
数
で
は
な
い
。

ご
も
か
〈
も
多
数
で
あ
る
。
併
し
、
そ
の
多
数
は
.
保
険
が
目
標
正
す
る
事
件
の
鶴
瓶
に

従
っ
て
必
宇

L
も
同
様
で
は
な
い
。
依
に
、
逆
に
言
へ
ば
、
保
険
事
業
に
於

τ、
そ
の
目
標
ご
す
る
所
の
事
件
の

蓋
然
率
・
を
適
用
す
る
に
必
要
な
る
最
小
数
は
、
必
す
し
も
同
じ
で
な
い

E
い
ひ
得
る
。
だ
か
ら
、
或
栂
の
保
険
事

業
は
、
他
極
の
も

ω
よ
り
も
、

少
き
加
入
者
を
集
む
る
こ
ご
に
よ
っ
て
、
そ
の
存
立
の
基
礎
の
安
全
を
害
じ
な
い

が
、
併
し
他
稲
の
も

ωは
、
そ
れ
H

い
り
の
数
を
作
悼
む
る
に
け
で
は
、
術
ほ
、
事
業
の
某
礎
が
安
全
ご
い
へ
な
い
ご

h
w

ふ
こ
さ
も
あ
り
得
る
。



併
し
乍
ら
、

い
ヴ
れ
に
し
て
も
、
蓋
然
卒
を
漣
周
し
得
る
が
た
め
に
は
、
或
る
多
数
の
加
入
者
を
集
め
な
け
れ

ば
な
ら
向
。
然
ら
さ
れ
ば
、
そ
の
蓋
然
率
を
基
礎
ピ
し
て
算
定
し
た
保
険
料
を
以
て
事
業
を
俊
Uω
結
果
は
、
或

時
に
於
て
は
、
多
大
の
利
盆
を
紫
げ
得
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
他
的
時
に
は
、

-』れ
E
反
封
に
.
非
悌
な
損
失
を

家
ら
な
り
れ
ば
な
ら

ρ
・
』
己
、
な
る
。

こ
の
損
失

ω方
が
先
ド
ホ
ゆ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
に
よ
っ

τ
こ
の
事
業
は
壊

滅

Lτ
仕
郷
ム
ゆ
外
は
な
い
。
依
じ
、
蓋
然
議
・
を
泊
用

L
得
る
に
足
る
口
げ
の
加
入
者
を
集
め
得
る
や
否
や
に
、

ニ
仏
事
業
の
企
業
危
険
が
あ
る
o

さ
れ
ば
、
或
る
新
ら
し
い
保
険
事
業
合
計
査
し
ー
も
・

ぞ
れ
が
世
間
に
需
嬰
者

の
少
い
も
の
で
ゐ
つ
て
は
、
到
底
成
功
u

一
得
る
も
の
で
は
な
い
o

そ
の
意
味
に
於
て
、
新

ι
L
h
y
利
剣
山
保
険
以

企
業
危
険
が
大
き
い
ー
の
で
あ
る
。

そ
の
一
一
は
‘
事
業
開
伊
係
仁
於
り
る
劫
件
的
俊
生
が
、

そ
の
保
険
に
於
て
基
礎
ご
し
た
る
蓋
然
卒
ピ
大
差
な
き

や
否
や
、

ご
い
ふ
貼
に
企
業
危
険
が
め
る
。
前
に
述
べ
た
や
う
に
、
保
険
に
於
て
は
、
大
数
の
法
則
の
路
用
に
よ

つ

τ、
偶
然
を
必
然
化
す
る
の
で
め
る
o

そ
L
t
、
そ

ω
大
敷
山
法
則
な
る
も
の
は
、
こ
れ
も
前
に
述
べ
た
ゃ
う

に
、
賂
来
に
於
け
る
事
怖
が
、
過
去
よ
ち
現
引
ま
で
の
そ
れ
正
、
大
な
る
説
化
な
き
ヨ
』
ピ
を
前
提
ピ
・
し
て
成
b
立

つ
b
の
で
ゐ
品
。
故
に
、
者
し
、
保
険
副
業
開
始
後
、

そ
の
目
標
ご
す
る
事
件
の
後
生
に
影
響
ゐ
る
所

ω事
情
に

し
て
・
大
な
る
越
化
を
来
す
な
ら
ば
・
二
の
大
敷
内
法
則
な
る
も
の
は
油
用
牲
を
失
ふ
こ
さ
、
な
る
。
従
つ
工
、

そ
の
保
険
事
業

ω恭
礎
ご
な
っ
て
居
る
所

ω蓋
然
卒
も
亦
・
そ
の
事
業
に
於
け
る
基
本
た
る
の
意
味
を
失
ふ
こ
ご

f晶

議

保
険
に
於
け
る
偶
然
の
必
斡
化

第
二
十
七
告

A 
凹

隼
六
貌

五:
:iL 



E市

議

保
険
に
札
即
け
る
偶
佑

υ
必
然
化

第
二
十
七
血
管

バ.
削

第
ぃ
九
腕

O 

ご
な
る
。

事
情
の
授
化
，
炉
、
蛍
該
保
険
事
業
の
目
標
ぜ
す
る
所
の
事
件
の
俊
生
を
・
そ
の
測
諮
せ
ら
川
い
た
蓋
然
率
よ
り

も
、
多
か
ら
し
め
た
場
合
に
於
て
、
そ
の
保
険
事
業
が
失
敗
に
蹄
す
る
は
・
夏
め
て
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
o

何

ぜ
な
い
工
、

;

i

l

 
こ
の
場
合
に
於
〆
し
は
、
徴
集
す
る
所
的
保
険
料
を
以

t
、
支
抑
ム
ペ
ヨ
所
内
保
険
金
制
を
充
足
す
る

こ
正
が
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る

Q

併
し
・
保
険
事
業
じ
於
け
る
企
業
危
険
は
、
測
認
せ
ら
れ
た
る
蓋
然
率
よ
り

も
、
事
件
の
賢
際

ω費
生
が
少
く
な
る
や
う
に
事
怖
が
艇
化
し
た
場
合
仁
も
v

同
線
仁
イ
行
官
杭

1
る
o

尤
も
、

そ
0) 

偏
差
が
僅
少
な
る
場
合
に
は
問
題
は
な
い
が
、

そ
れ
が
加
入
者
の
意
識
に
上
る
ほ
ど
大
な
る
場
合
に
は
、

加
入
者

に
封
L
、
そ
の
保
険
に
於
げ
る
保
険
料
は
地
世
田
で
あ
る
と
の
印
象
を
山
内
へ
る
こ
官
、
な
る

Q

然
る
場
合
に
は
、
加

入
者
は
次
第
に
そ
の
保
険
企
業
か
ら
雌
散
す
る
。

唱
』
、
に
、
そ
の
企
業
危
険
が
後
生
す
る
の
で
あ
る
o

ド
い
か
ら
‘

事
情
的
，
品
開
更
に
よ
り
事
件

ω後
生
が
、
測
一
認
せ
ら
れ
た
る
葦
然
率
よ
り
、
多
〈
も
少
〈
も
い
づ
れ
に
も
強
化
し
た

る
場
合
に
は
、
夏
め
て
そ
の
円
棋
ご
す
る
所
の
事
件
の
葺
然
卒
を
測
龍
し
、
従
来
の
基
本

Z
L
た
る
も
の
を
訂
正

布
る

ω
で
な
け
れ
ば
、
企
業
危
険
は
大
き
く
な
る
も
の
三
一
言
は
な
り
れ
ば
な
ら
泊
。

保
険
4
業
に
は
、
右
に
越
h
A

る
が
如
き
企
業
危
険
が
あ
る
け
れ

y-も、

こ
れ
は
、
前
述
の
如
〈
一
般
的
企
業
に

於
け
る
も

ω正
金
〈
同
一
で
ゐ
つ

τ、
保
険
に
特
有
な
る
性
質
の
も

ωで
は
な
い
。
例
へ
ば
・
餓
滋
一
事
業
に
し
て

も
、
活
動
お
築
事
業
に
し
て
も
、

一
定

ω料
金
の
下
に
、
乗
客
や
観
客
が
珠
定

ω如
く
に
集
ま
る
や
否
や
ご
い
ふ



貼
に
於

τ、
ま
た
、
製
造
工
業
に
於
て
も
議
定
の
代
償
に
於
t
、
政
定
数
的
製
品
が
慌
要
者
を
見
付
り
る
ニ
ご
が

出
来
る
か
ど
う
か

Z
い
ふ
紡
に
於
て
、
企
業
危
険
が
ゐ
h
、
克
仁
、

一
旦
相
常
数
の
乗
客
、
糊
客
・
買
手
が
あ
っ

た
に
し

τも
、
事
情
の
縫
化
、
例
へ
ば
流
行
の
同
盟
、
還
の
如
き
に
よ
り
、
そ
の
需
要
の
減
退
を
見
る
か
も
知
れ
ぬ
ピ

い
ふ
企
業
危
険
も
あ
る
。
こ
れ
ら
以
前
越
の
保
険
事
業

ω企
業
危
険
己
同
じ
も
の
で
あ
る
ω

穴

き
て
、
保
険
は
有
に
逃
ぷ
る
が
知
〈
、

同
様
ご
す
る
所

ω事
件
に
つ
き
・
そ
の
蓋
然
率
な
る
も
の
を
見
出
し
、

こ
れ
な
ル
礎
ご
し
て
保
険
料
を
算
出
し
、
多
数
の
加
入
者
よ
り
集
な
る
所
の
こ
の
保
険
料
を
以

τ，
彼
等
の
う
ち

に
そ
の
事
件
に
壇
池
す
る
も
の
に
、
噛
四
定
の
保
険
金
を
文
机
ふ

τ
過
不
足
な
き
ゃ
う
に
す
る

ωで
あ
る
。
か
く

て
、
初
め
て
偶
然

ω
必
然
化
営
完
う
L
得
る
。
そ
し
て
、

こ
の
保
険
料
の
総
額
己
保
険
金
の
総
額
ご

ω均
等
ξ
ν

ふ
こ

Z
が
、
合
理
的
に
算
出
せ
ら
れ
た
る
場
合
に
於
て
は
、
そ
の
保
険
料
は
合
理
的
保
険
料
正
い
は
る
、
も
の

で

か
〈
の
如
き
保
険
料
の
存
在
す
る
こ
ど
が
、
現
代
的
保
険
の
特
色
で
あ
る
。
脳
出
始
的
保
険
に
於

τは
、
永
江

保
険
料
算
出
の
材
料
が
備
は
っ
て
居
な
い
か
ら
、
保
険
料
の
算
出
に
見
込
が
甚
だ
多
〈
用
ゐ
ら
れ
て
居
る
o

従
つ

て
、
保
険
料
の
穂
額
己
保
険
金
の
纏
額
ご
の
均
等
ご
い
ふ
こ
正
は
、
原
始
的
保
険
に
於

τは
問

Zu--Zを
得
な
い
I

も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
於
て
、
原
始
的
保
険
に
於
て
は
、
偶
然
の
必
然
化
ご
い
ふ
こ
己
も
亦
不
完
全
な
も
の

で
。
由
る
。論

叢

保
険
に
於
け
る
偶
鶴
田
必
縮
化

第
二
十
七
番

λ
四
三

第
古
掛

-~ ，、



自信

司長

第
六
抗

保
険
に
札
即
け
る
偶
然
。
必
然
化

第
二
十
七
巻

凡
凹
凹

尤
も
、
私
が
原
始
的
保
険
正
い
ふ
も
の
は
、

そ
の
保
険
料
の
算
定
が
、
合
理
的
に
出
来

τ居
な
い
保
険
己
い
ふ

意
味
で
あ
っ
て
、

k
h
v
昔
時
に
の
み
存
在

L
現
在
に
は
存
在
し
な
い
も
の
ご
い
ふ
意
味
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
現

代
的
保
険
ご
い
ふ
も
の
は
、
現
代
に
存
在
す
る
保
険
が
線

τみ
な
そ
れ
だ
ご
い
ふ
意
味
で
は
な
い
。
そ
の
保
険
料

が
〈
ロ
理
的
に
算
出
u
で
ら
れ

τ居
る
保
険
の
こ
己
で
あ
る
。
勿
論
、
世
田
て
述
べ
た
る
が
如
〈
、
十
人
世
紀
以
前
り
保

険
は
総

τ原
始
的
保
険
で
あ
る
り
れ
Y
」
も
‘
今
け
の
保
険
で
あ
っ
て
も
、
新
ら

L
〈
出
来
た
も
の
で
、
示
日
い
保
険

料
を
合
理
的
に
算
出
す
る
の
基
慌
の
備
は
ら
な
い
保
険
は
.
瓜
始
的
保
険
で
ゐ
品
。
例
〈
ば
‘
国
民
他
康
保
険
で

ゐ
る
ご
炉
、
輸
出
信
用
保
険
で
ゐ
る
ご
hr

い
ふ
も
の
は
、
施
設
さ
し
て
は
最
新
の
も
の
で
ゐ
る
け
れ
V
」
も
、
そ
の

保
険
ゆ
料
率
は
.
未
に
合
理
的
基
織
に
よ
う
て
算
出
せ
ら
れ
て
居
る
も
の
で
は
な
い
か
ら

B

保
険
正
し
て
は
旅
始

的
な
も
の
で
あ
る
ο

か
く
の
如
〈
、
保
険
の
な
か
に
も
阪
に
著
し
く
後
遺
一
進
歩
し
た
も
の
も
ゐ
れ
ば
、
ま
た
漸
く
出
来
た
ば
か
り

で、

-
』
れ
か
ら
次
第
に
そ
り
俊
逮

ω機
運
に
向
は
ん
ご
す
る
や
う
な
も
の
も
ゐ
る
o
従
っ
て
、
保
険
料
率
を
算
出

す
る
の
基
縫
た
る
事
件
に
つ
き
、

そ
の
益
然
出
中
を
殆
ど
正
確
に
見
出
し
て
居
る
所
の
生
命
保
険

ω如
き
よ
り
、
末

r殆
ど
そ
の
白
石
血
然
率
ぜ
見
山
し

τ居
な
い
所
の
前
越
の
轍
尚
信
用
保
険
の
如
き
に
至
る
ま
で
、
ぞ
の
保
険
料
率
の

合
理
性
の
程
度
に
は
、
幾
多
の
階
段
が
め
る
誇
で
あ
る
。
私
は
、

-
』
れ
か
ら
、
各
稲
保
険
じ
於
り
る
保
険
料
卒
の

合
理
性
に
つ
い
て
臨
制
御
し
て
見
ゃ
う
ご
思
ふ
。

1¥と臨本質論、第二服、銘三章、ヨ島問1) 



セ

保
険
料
率
に
つ
い
て
最
初
に
注
意
し

τ置
か
ね
ば
な
ら
臥
」
ピ
は
、
陛
聞
に
保
険
料
Z
L
E
取
引
せ
ら
れ
て
居

る
も
り
に
は
、
そ
の
性
質
上
、

二
つ
の
も
の
が
包
合
せ
ら
れ
工
居
る
こ
さ
で
ゐ
る
。
そ
山
一
つ
は
、
右
に
一
度
I
通

ぺ
た
ゃ
う
仁
.
保
険
金
の
支
梯
ひ
に
充
つ
る
た
め
に
徴
集
せ
ら
品
、
所
の
奥
の
保
険
料
で
ゐ
る
。
こ
れ
は
純
保
険

料

(
Z
Z

ご
い
は
る
、
も

ωで
、
保
険
料

ω合
理
性
ご
い
ふ
こ
ご
は
、
主
ご
し
て
司
』

日

ι
月
日
山
口
日
・

zn山
門
円
。
百
円

m
v
E
H
O
)

の
部
分
に
つ
い
て
い
は
ゐ
る
の
で
ゐ
る
。
成
は
事
者
に
よ
っ

τは、
噌
』
れ
を

岡山

t
r
o叩
品
目
町
内

る
o

直
探
す
れ
ば
危
険
保
険
料
正
い
ム
ペ
き
で
あ
ら
う
。
併
L
、

の
言
j!Jli 
11 
~1. 
IJ 
i'l1 
JfI 

な
し、とC

01) t.、

」、
も
()) 

も
あ

そ

ω
二
は
、
事
業
の
経
管
に
要
す
る
技
用
に
充
つ
る
た
め
に
徴
集
せ
ら
晶
、
所
の
料
金
で
め
る
o

保
険
は
、
多

放
の
晶
加
入
者
よ
h
徴
集
し
た
る
保
険
料
を
以

t
彼
等
に
保
険
金
ご
し
て
支
釧
ふ
の
で
め
る
が
、
そ
の
全
部
を
、

十
し
も
、
右
か
ら
左
に
旋
も
に
支
抑
ふ
の
で
は
な
〈
、
そ
の
大
部
分
は
寧
ろ
、
共
通
準
備
財
産
ご
[
て
暫
(
こ
れ

を
保
布
す
る
の
で
め
ム
り
、
且
つ
新
ら
た
な
る
加
入
者
が
盆
I
多
〈
増
加
す
る
に
つ
れ

τ、
-
』
一
り
共
通
準
備
財
産
た

る
金
額
が
多
(
な
る
も
の
で
ゐ
品
。
従
つ

1
、
そ
れ
の
運
用
上
の
股
盆
が
ゐ
る
。
保
険
事
業
に
於
げ
る
最
も
理
想

的
な
る
経
営
に
於
て
は
、
事
業
仁
要
す
る
経
告
は
、

こ
の
牧
盆
を
以
て
充
て
、
加
入
者
に
事
業
続
投
を
分
携
せ
し

め
F
る
に
ゐ
る
ο

併

L
、
か
く
の
如
き
は
、

一
つ
の
保
険
事
業
が
、
長
年

ω畿
逮
を
透
け
、
甚
だ
多
数
の
加
入
者

ご
、
莫
大
の
財
産
を
保
有
す
る
に
至
っ
て
後
山
ケ
』
ご
で
、
事
業
開
始

ω蛍
時
、

挫
び
に
そ
の
初
期
に
於
て
は
、
到

5嗣

議

保
険
に
於
げ
る
倒
桃
山
必
然
化

第
二
十
七
巻

λ
匹
王

E事

騨

必

保険本質論.炉版、二一八日以下多目日



論

議

保
険
に
於
W
る
偶
然
白
品
晶
化

第
二
十
七
巻

百
円
四
六

第
プミ
班

六
四

底
堅
み
得
F
る
所
で
あ
る
。
放
に
事
業
縦
替
の
費
用
も
亦
加
入
者
よ
b
徴
集
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
部
分
は
、
附

加
保
険
料
(
円
。
向
島
ロ
問
、

N
5
0
Eお
司
『
曲
目
白
内
)
正
い
は
れ
、
こ
れ
ご
前
越
の
純
保
険
料
さ
を
合
せ
た
も
の
が
、
四
平
に
侭

険
料
£
い
ふ
名
稀
の
下
に
保
険
業
者
が
加
入
者
よ
h
徴
集
す
る
所
の
も
の
で
あ
る
。
保
険
準
者
は
、

こ
の
車
に
保

険
料
ご
い
ふ
名
稀
に
て
取
引
せ
ら
る
、
も
の
を
・
純
保
険
料
や
附
加
保
険
料
ど
恒
別

T
る
た
め
に
、
特
に
倍
業
保

険
料

(omno
同
日
日
山
口
日
)
・
求
定
保
険
料
(
・
ロ
ュ
守
民
民
ぬ
)
、
ま
た
は
総
保
険
料
(
出
E
R内

V

ワ品同回目。
)
Z
も
い
ふ
。

こ
の
附
加
保
険
料
ご
い
ふ
も
の
も
、
事
業
の
経
替
を
最
も
能
率
よ
く
行
ひ
、
そ
の
経
費
を
最
少
な
ら
し
む
る
ご

い
ふ
意
味
に
於
て
、
そ
れ
の
合
理
化
ご
い
ふ
こ
芭
が
問
題
ご
な
hJ
得
る
鍔
で
あ
る
け
れ
い
と
も
、
な
が
、
こ
、
に
い

料
に
閲
す
る
こ
ご
で
、

卸
も
、
純
保
険
料
の
算
出
況
が
、

こ
れ
ご
は
直
接
の
関
係
な
〈
、
前
に
述
ぷ
る
が
如
〈
、
専
ら
純
保
険

そ
の
総
額
を
以

τ、
保
険
者
の
支
排
ふ
所
£
な
る
保
険
金

ふ
所
の
保
険
料
の
合
理
性
ご
い
ふ
-
』

Z
は、

の
総
額
ご
同
一
ご
な
る
や
う
に
出
来

τ居
る
こ
ご
を
以

τ、
そ
の
保
険
料
率
が
合
理
的
で
ゐ
る
Z

V

ふ
の
で
あ

る。

l¥ 

さ

τ、
ニ
の
保
険
料
の
合
理
性
は
、
前
に
も
一
言
し
た
や
う
に
、
生
命
保
険
に
於
て
最
も
よ
〈
表
は
れ
て
居

る。

ιの
保
険
の
稀
類
に
属
す
る
も
の
に
ゐ
つ
て
は
、
人
類
の
生
命
に
関
す
る
統
計
を
基
礎
正

L
、
こ
れ
を
数
理

的
に
整
頓
配
列
し
て
、
人
類
生
命
の
蓋
然
卒
を
見
出
し
、

こ
れ
に
よ
っ
て
保
険
料
率
が
算
定
せ
ら
れ
て
居
る
か
ら



で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
基
本
た
る
人
類
生
命
の
統
計
は
、
時
間
的
に
頗
る
長
き
に
一
旦
っ
て
観
察
せ
ら
る
、

z共

に
、
範
囲
仁
於
て
も
亦
頗
る
庚
汎
に
及
び
得
る
も
の
で
あ

b
、
且
つ
或
は
一
民
放
を
限
定
し
、
戒
は
診
査
上
の
健
康

慢
の
み
を
限
定
し
、
若
し
く
は
或
る
年
齢
の
範
闘
を
限
っ
て
観
察
す
る
な
ど
、
各
柿
の
方
面
よ
b
、
任
怠
の
選
揮

を
行
ひ
、
そ
れ
の
比
肢
を
な
す
こ
ご
を
得
る
も
の
で
ゐ
っ
て
、
保
険
事
業
の
鰹
畿
に
便
宜
な
る
統
計
結
果
を
集
む

る
こ
ご
が
出
来
る
。
殊
に
、
人
口
統
計
が
役
所
若
L
〈
は
寺
院
の
周
附
記
録
の
統
計
で
あ
っ
た
も
の
が
、
近
来
、

文
明
訪
問
に
於
て
は
、

一
定
期
閑
毎
に
施
行
す
る
所
の
調
査
統
計

(
C
E
E
ω
E庶
民
日
)
己
な
っ
た
が
た
め
に
、
人

類
生
命
の
葦
然
率
は
盆
I
正
確
に
近
っ
き
得
る
こ
正
、
な
っ
た
。

生
命
保
険
の
純
保
険
料
は
、

か
く
の
如
き
蓋
然
率
を
基
礎
ご

L
τ
算
定
せ
ら
れ
た
も
の
で
め
る
か
ら
、
こ
れ
は

保
険
者
に
於
て
も
加
入
者
仁
於
て
も
‘

一
銭
を
増
加
し
若
L
〈
は
一
一
慌
を
減
少

L
得
古
る
所
の
も
の
で
あ
る
。
生

命
保
険
事
業
に
於

τは
、
契
約
の
種
鎖
に
稀
々
な
る
趣
向
を
凝
し
、
色
々
な
組
合
せ
を
な
す
な

E
の
方
法
に
よ
っ

て
、
競
容
は
行
は
れ
る
け
れ
Y
」
も
、
末

r四百
t
料
率
引
下
げ
の
競
m
す
り
行
は
れ
た
こ
ご
の
な
い
の
は
、
こ
れ
が
た

め
で
ゐ
る
。

尤
も
、
前
に
も
越
ぺ
た
ゃ
う
じ
、
積
立
財
産
の
利
殖
は
、
こ
の
積
り
保
険
が
長
期
契
約
で
あ
る
が
た
め
最
も
致

果
多
〈
行
は
れ
る
。
そ
し

τ今
日
の
賞
際
に
於
て
は
・
保
険
者
は
、

こ
の
刺
殖

ω利
率
を
噛
既
定
し
て
、
純
保
険
糾

の
計
算
の
，
フ
も
仁
織
h
込
ん
で
居
る
。
従
っ
て
、
ニ
の
や
h
方
に
於

τは
、
噛
時
定
利
率
の
定
め
方
に
於
て
、
純
保

前

議

保
険
に
於
け
る
偶
鈴
白
必
然
化

第
二
十
七
寄

λ
四
七

第
六
揖

六
五



論

叢

保
険
に
於
け
る
偶
然
。
品
晶
化

第
二
十
七
笹

λ
四
八

都
大
観

ずな

穴

険
料
に
若
干
の
伸
縮
性
が
ゐ
る
評
で
め
る
。
打
か
ら
、
生
命
保
険
事
業
の
競
守
が
、
若
し
料
率
の
上
に
表
は
晶
、

こ
ピ
が
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
方
面
じ
於

τ表
は
る
、
の
隙
地
が
な
レ
静
で
は
な
い
。
併
し
毛
れ
~
ト
し

τも
.
本
信

の
意
味
の
純
保
険
料
じ
は
聞
係
な
き
脅
で
あ
る
。

力.

右
に
遁
ぷ
る
が
如
〈
、
生
命
保
険
の
純
保
険
料
の
料
率
な
る
も
の
は
、
人
類
の
生
命
に
閲
す
る
歓
迎
統
計
的
研

究
を
基
礎
Z
し
た
も
の
で
、
保
険
料
率
の
算
定
上
最
も
完
全
仁
蓋
然
率
を
根
懐
古
す
る
所
の
も
の
で
ゐ
る
。
従
つ

て
、
偶
然
の
必
然
化
ご
い
ふ
こ
ご
も
・
こ
の
保
険
的
場
合
じ
は
最
も
よ
〈
表
は
れ

τ居
る
。
併
し
、
火
災
保
険

ゃ
、
海
上
保
険
は
、
そ
れ
が
成
立
の
古
古
か
ら
昔
一
口
へ
ば
‘
生
命
保
険
に
劣
ら
院
も
の
で
あ
る
り
れ
ど
も
、
保
険
料

率
の
計
算
が
蓋
然
率
を
放
線
正
す
る
の
税
皮
に
歪
つ
て
は
、
ゃ
、
劣
る
所
が

Jω
る
。
殊
に
、
海
上
保
険

ω
料
率

は
、
形
式
的
統
計
を
放
出
田
正
す
る
こ
ど
の
頗
品
目
制
部
な
る
も
の
で
あ
る
ο

然
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
保
険
に
於
て
は
、

如
何
に
し
て
偶
然
の
必
然
化
が
行
は
れ
る
か
。

火
災
保
険
に
於
て
は
、
火
災
の
記
録
を
根
協
ご
し
、
そ
の
形
式
的
統
計
を
基
本
ご
せ
ん
ご
す
る
の
で
あ
る
け
れ

ど
も
、
今
日
に
於

τは
、
殊
に
我
国
仁
一
於
て
は
、
未

π生
命
保
険
に
於
り
る
が
如
〈
に
、
料
率
的
算
定
に
用
ゆ
る

に
つ
き
漣
嘗
に
し

t
完
全
な
る
火
災
統
計
が
具
は
っ
て
居
な
い
。
従
っ
て
こ
の
保
険
に
於
て
は
、

臆

E
も
か

〈
存
在
す
る
所
の
火
災
統
計
を
基
本
Z
す
る
り
れ
ど
も
、
そ
れ
に
、
或
は
地
域
に
よ
b
、
或
は
周
訟
に
よ
h
、
或



は
建
築
材
料
に
よ
骨
、
保
険
者
が
火
災
危
険
の
程
度
を
認
定
し
て
、
こ
れ
を
基
礎
Z
L
て
料
率
を
算
定
し
て
居

る
o

だ
か
ら
、
こ
の
料
率
の
計
算
に
は
多
〈
の
見
込
が
選
加
し
て
居
る
o
尤
も
・
こ
の
見
込
は
、
軍
純
な
恋
怠
で

は
な
〈
、
嘗
業
者
ご
し
て
の
経
験
の
結
巣
で
ゐ
る
か
ら
.
前
仁
も
述
べ
た
や
う
に
、
そ
こ
に
質
質
的
意
味
に
於
け

る
統
計
が
存
在
す
る
筈
で
ゐ
る
。
併
し
、

こ

ω経
験

ωな
か
に
合
ま
晶
、
統
計
な
る
も
凶
は
、

経
験
者
の
翻
察
能

力
、
識
別
能
力
な
ど
に
大
な
る
胸
係
ゐ
る
所
で
ゐ
る
か
ら
、
記
録
統
計
に
よ
る
所
の
材
料
古
臭
与
、
そ
の
客
槻
的

信
師
個
性
仁
於
て
や
は
り
劣
る
所
が
ゐ
る
o

従
う

τ.
蓋
然
率
e
T
松
波
ご
す
る
正
い
ふ
意
味
に
於
て
の
、

mm然
の
必

然
化
は
司
』
の
保
険
に
於

τは
完
全
で
は
な
い
。

今
日
の
向
上
保
険
が
.
料
率
の
算
定
に
於
て
.
記
録
統
計
を
直
接
的
根
挨
正

L
な
い
こ
ど
は
‘
火
災
保
険
以
上

で
あ
る
o

従
っ
て
、
料
率

ω算
定
仁
経
験

ω加
入
す
る
程
度
も
断
る
大
な
る
も
の
が
あ
る
G

併
し
、
向
上
保
険
に

於
り
る
料
率
算
定
的
経
験
は
.
火
災
保
険
に
於
け
る
そ
れ
が
、
皐
に
地
方
的
な
る
性
質
を
も
つ
も
の
な
る
に
止
ま

る
に
比
ぶ
れ
ば
、
閣
僚
的
で
ゐ
る
正
い
ふ
貼
に
於
て
、
嘗
業
者
相
互
が
そ
の
自
己
の
経
験
を
他
人
の
経
験
に
よ
っ

て
訂
正
せ
ら
毛
、
の
程
度
も
範
国
も
大
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
於
て
、
そ

ω経
験
は
、

1
1卸
も
そ
の
う
ち
に
包

合
せ
ら
る
る
賞
質
的
統
計
は
、
|
|
客
観
的
信
頼
性
を
多
分
に
も
う
。
併
し
、
も
ピ
よ
り
記
録
統
計
を
材
料
ご
す

る
も
の
に
比
ぶ
れ
ば
、
偶
然
の
必
然
化
が
完
全
で
な
い
こ
ご
は
明
か
で
あ
る
。

か
〈
の
如
〈
、
火
災
保
険
や
海
上
保
険
仁
於

τは
、
蓋
然
崩
中
を
校
旗
正
す
る
ご
い
ふ
意
味
に
於
て
の
、
偶
然
の

諭

叢

保
険
に
於
け
る
制
然
自
品
鼎
牝

第
二
十
十
巻

凡
四
九

第
六
腕

，、
七



論

叢

保
険
医
叫
即
け
る
偶
然
自
品
鵠
化

第
ご
十
七
巷

λ
五
O

第
六
鋭

，、
J、

必
然
化
は
完
全
で
は
な
い
1
0

併
し
・
加
入
者
よ
b
集
む
る
所
の
保
険
料
の
総
額
を
、
彼
等
に
謝
し
て
支
抑
ふ
所
の

保
険
金
の
総
額
Z
均
等
な
ら
し
め
ん
ご
す
る
意
味
に
於
て
、
偶
然
の
必
然
化
の
行
は
る
、
こ
ご
は
、
こ
れ
ら
の
保

険
に
於
て
も
見
逃
す
こ
ご
の
出
来
な
い
1

所
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
働
き
を
な
す
も
の
は
、
嘗
業
者
の
競
守
で
あ

る
。
即
も
自
由
競
争
の
力
で
あ
る
。

O 

保
険
業
者
以
、
営
業
上
な
る
べ
(
損
失
を
家
ら
な
い
た
め
に
、
料
率
を
な
る
べ
く
高
〈
定
め
ん
句
』
ピ
を
欲
す

る
。
併
し
、
生
命
保
険
に
於
て
は
、
阪
に
逃
べ
た
や
う
に
、

そ
の
料
卒
は
数
理
統
計
上
殆

X
自
然
法
則
の
如
〈
に

確
定
し
て
居
る
か
ら
、
或
は
保
険
業
者
の
定
む
る
所
が
、
こ
れ
よ
h
高
り
れ
ば
、
正
嘗
凶
料
率
に
よ
っ
て
営
業
す

る
同
業
者
乙
の
競
争
に
於
て
初
め
よ
り
敗
北
が
明
F
で
め
る
。
従
つ

τ、
任
意
に
高
〈
保
険
料
を
定
む
る
こ
芭
は

初
め
よ
り
不
可
能
で
め
る
。
併
し
な
が
ら
、
火
災
保
険
や
海
上
保
険
的
知
誌
に
ゐ
つ
て
は
・
前
漣
り
如
く
、
料
率

は
事
件
の
蓋
然
温
・
を
基
礎

t
し
て
直
接
仁
一
算
定
せ
ら
る
、
の
で
は
な
〈
、
経
験
が
多
分
仁
加
入
し
て
定
め
ら
れ

る
。
そ
の
結
巣
、
志
識
的
仁
も
無
意
識
的
に
も
‘
料
率
・
を
高
く
定
む
る
こ
ご
が
ゐ
り
得
る
。

こ
の
場
合
に
於
て
、
料
率
高
き
の
故
を
以
T
世
の
需
要
に
池
せ
争
、
加
入
者
が
少
い
ご
註
は
、
事
業
成
功

ω一可

揺
が
な
い
ー
か
ら
、
保
険
者
は
自
畿
的
に
料
率
の
引
下
げ
を
な
す
。
ま
た
、
料
率
高
〈
芭
も
世
の
需
要
を
害
す
る
こ

ご
な
(
、
相
嘗
の
加
入
者
を
集
め
得
る
ご
き
は
、

そ
の
事
業
利
盆
が
大
で
ゐ
b
、
そ
の
利
潤
率
は
他
の
世
間
普
通

の
事
業
に
於
り
る
よ
b
も
大
で
ゐ
る
か
ら
、

や
が
て
世
間

ω注
目
を
惹
き
、
企
業
家

ω事
業
経
晶
画
を
誘
ふ
こ
吉
町
、



な
b
、
競
守
業
者
の
資
生
己
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
保
険
に
於
て
は
、
前
越

ω如
〈
、
料
率
の
算
定
に
見
込
の
加

入
が
大
で
あ
る
か
ら
、
競
守
は
料
率
の
引
下
を
以
て
行
は
札
得
る
も
の
で
ゐ
b
、
現
に
火
災
保
険

ω歴
史
に
は
、

そ
り
例
詮
は
少
(
は
な
い
。
こ
、
に
於
て
雨
宮
料
率
は
.
競
守

ω
結
果
低
下
せ
ら
る
、
こ
己
、
な
る
。

然
る
に
競
争

ω結
巣
・
料
率
の
引
下
げ
が
池
宮
な
る
に
歪
ら
ば
、
事
業
り
牧
盆
を
害
す
る
ば
か

h
で
は
な
(
、

更
に
、
越
年
損
失
を
以
て
事
業
年
度
を
終
る
こ
正
、
な
る
。
そ
の
結
山
市
は
、
官
業
者
の
競
守
の
肺
野
害
に
劃
す
る
魔

醍
を
促

L
・
料
率
の
協
定
正
な
り
、
卸
ち
、
カ
ー
ル

-7
士
組
織
を
以
て
料
率
・
の
引
上
げ
を
行
ふ
こ
ご
、
な
る
o

か
〈

τ、
協
定
率
が
反
勘
的
に
一
向
き
に
渇
「
る
Z
き
は
、
真
に
競
争
者
を
誘
後
し
て
そ
の
引
下
げ
ピ
な
hJ
、
協

定
率
の
秘
街
割
引
正
な
h
・
再
び
低
下
の
傾
向
を

E
h
、
そ
れ
が
行
き
過
ぐ
る
に
及
び
、
ま
た
協
定
を
促
し
、
競

争
ピ
協
定
正
が
反
復
す
る
こ
正
に
よ
h
ノ
、
旦
っ
か
〈
の
如
(
す
る
聞
に
経
験
を
重
ね
る
ニ

Z
に
よ
h
・
次
第
に
、

毛
し
て
自
然
に
合
理
的
料
率
に
到
達
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
こ
の
保
険
に
於
て
は
、
統
計
的
算
定
の
遼

L
得

g

る
所
は
自
由
競
守
を
以
て
補
ひ
‘
保
険
料
Z
保
険
金
之
の
閥
係
に
於
て
偶
然
の
必
然
化
が
行
は
る
、
の
で
ゐ
る
。

海
上
保
険
料
率
の
合
理
化
は
、
略
ぼ
、
火
災
保
険

?ι
ぞ
れ
に
類
似
す
る
所
が
あ
る
が
、
ま
た
多
少
趣
き
を
異
に

す
る
所
あ
h
、
そ
の
他
の
、
各
組
の
保
険
、
投
ぴ
に
今
日
常
は
原
始
的
保
険
の
階
段
に
ゐ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

多
少
、
右
に
遮
よ
る
所
ご
異
る
事
情
ゐ
る
じ
よ
h
、
私
は
、

そ
の
論
述
を
、
夏
に
新
ら
た
な
る
機
曾
に
譲
る
こ
正

ピ
す
る
。
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